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風

車

3
月
30
日
（
火
）
内
談
町
風
力
発
電
所

の
完
成
式
が
行
わ
れ
、
風
車
と
そ
の
周
辺

施
設
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

日
本
海
か
ら
の
良
質
の
風
を
受
け
止
め

稼
動
し
続
け
る
そ
の
雄
大
な
姿
、
そ
し
て

風
速
、
電
力
量
な
ど
の
表
示
板
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
環
境
問
題
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
こ
の
風
力
発
電

所
は
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」、「
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
」の
可
能
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
球
規
模
の
深
刻
な
問
題
に
対

す
る
内
談
町
の
一
つ
の
取
り
組
み
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
新
し
い
可
能
性
へ

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
新
し
い
可
能
性
へ

風
は
こ
ぶ
、
未
来
が
見
え
る

〜
内
談
町
風
力
発
電
所



環境面での効果
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風

車

な
ぜ
、
い
ま
風
車
な
の
か
？

現
在
、
人
類
が
抱
え
て
い
る
問
題
と
し

て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」
と
「
地
球
環
境

問
題
」
が
あ
り
ま
す
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」

で
は
化
石
燃
料
の
枯
渇
が
叫
ば
れ
て
お
り
、

遠
く
な
い
未
来
に
石
油
や
天
然
ガ
ス
、
石

炭
は
使
い
果
た
さ
れ
て
し
ま
う
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
地
球
環
境
問
題
」

で
は
、
化
石
燃
料
の
消
費
に
よ
り
排
出
さ

れ
る
膨
大
な
量
の
二
酸
化
炭
素
に
よ
り
温

暖
化
が
加
速
し
、
地
球
環
境
に
深
刻
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
の
2
つ
の
大
き
な
問
題
を
同
時
に
解

決
す
る
対
策
と
し
て
、
世
界
各
国
が
熱
心

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
削
減
と
非
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

そ
し
て
い
ま
や
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
国

は
も
と
よ
り
、
民
間
企
業
や
地
方
公
共
団

体
、
そ
し
て
こ
の
地
球
に
生
き
る
も
の
一

人
一
人
が
自
分
の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
、

対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。

環
境
問
題
に
と
り
く
む

き
っ
か
け
に

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
内
談
町
風
力
発

電
所
に
つ
い
て
は
、
町
が
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た

風
力
発
電
施
設
を
身
近
に
建
設
す
る
こ
と

に
よ
り
、
環
境
問
題
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
重
要
性
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
環
境
問
題
に
取
り
組
む
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
建
設
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
役
割

こ
の
内
談
町
風
力
発
電
所
が
生
み
出
す

年
間
予
想
発
電
量
は
お
よ
そ
2
5
5
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
時
。

で
も
2
5
5
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
と
言
わ

れ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
発
電
量

は
7
0
0
世
帯
の
一
年
間
の
電
力
量
が
ま

か
な
え
る
も
の
で
す
。
風
車
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
の
た
め
の
電
気
な
ど
の
自
己
消
費
電

力
以
外
の
す
べ
て
を
北
陸
電
力
に
売
り
、

こ
の
売
電
に
よ
っ
て
年
間
約
3，
0
0
0
万

円
の
収
入
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

総
合
公
園
、
内
談
大
橋
な
ど
町
民
が
多

く
集
ま
る
場
所
で
あ
り
、
町
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
皆
さ
ん
も
気
軽
に
訪
れ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
町
で
は
風
車
教
室
な
ど
も
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
講
師
を
招
き
風
力
発

電
の
仕
組
み
等
を
子
ど
も
た
ち
に
説
明
す

る
な
ど
し
て
、
環
境
問
題
へ
の
啓
発
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

700世帯分の年間電力使用量を発電
年間予想発電量 2,550,000kwh
これは、700世帯、つまり内談の北部地域（宮坂・西荒屋・
室地区）の世帯の１年間の電力をまかなえる量なのです。
エネルギーの大部分を海外に依存している日本にとって、

国産エネルギーとしてエネルギーの供給スタイルの可能性を
示しています。

年間約930tの二酸化炭素量を削減できると計算されてい
ます。この量は一般家庭約160世帯分の年間二酸化炭素排出
量に相当します。CO2は地球上の熱が宇宙空間に抜けるのを
妨げ、地球温暖化の大きな原因になります。風力発電などの
自然エネルギーは、無尽蔵で枯渇の心配もなく、さらにCO2
を削減できます。

一般家庭160世帯分の年間CO2排出量を削減
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■風力発電の仕組み

■施設概要 ■風車出力カーブ ■組み立て作業風景

風力発電は、ブレードが風を受けることによりロー

ターが回転し、増速機（ギヤボックス）でその回転数

を上げ、発電機で発電します。

またピッチ駆動装置により、風速の変化に応じて、

ブレードの角度を風の強さに合わせて変え、さらにヨ

ー駆動装置により、風向の変化に応じて、ローターが

常に風上に向くように方向を変えることにより、最適

な運転を保っています。

この2つの装置により、風のエネルギーを最大限に

利用した発電ができます。

．建設にはいくらくらいか
かったのですか？

．平成12年の風況調査から
平成15年の建設工事までの総
事業費は約4億1,000万円で、
独立行政法人「新エネルギー・産
業技術総合開発機構」の補助金
も活用しました。また、建設時に
借りたお金は、売電収入により
12年間で償還する予定です。

．なぜあの場所に建設した
の？

．まず大きな理由は、あの
場所の風通りの良さにあります。
放水路が通っていることによ
り海からも潟からも風が吹き、
安定した発電が期待できるか
らです。また、隣接する総合公園、
サンセットブリッジとあわせ、
町のランドマークとしての役
割も期待されています。

．落雷の心配はないの？

．北陸地方の冬は雷が多く、
実際に落雷の被害を受けた風
車も県内にあります。内灘町風
力発電所では落雷を防ぐため、
地上105ｍの避雷鉄塔を設置
することで、安全を確保しまし
た。

避
雷
塔
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町

史

内談町らしいイメージのスナップ写真等

を広く募集します。（特に、昭和初期から昭

和50年代の写真、絵、スケッチなど）

・町の歴史が感じられるもの

・町の生活が感じられるもの

・町の四季（自然）が感じられるもの

お借りしました写真、絵、スケッチなどは

責任を持ってお返しします。

鶴ヶ丘は、古くからこの砂丘地を「ガメ（亀）越
えの地」と呼称していたことから当時の中村小
重町長が、亀と対にして祝い言葉として使用さ
れている鶴の字を用いて鶴ヶ丘と命名しました
（昭和42年5月17日に鶴ヶ丘3丁目、昭和43年1
月1日に鶴ヶ丘1、2丁目、同11月22日に鶴ヶ丘4、
5丁目が登記）。

（S58発刊 内談町史より）

○問い合わせ先 総務部町史編さん室 牲286－6705

内談町では、平成16年度発刊を目指し、

「内灘町史第二編」の編さんに

取り組んでおります。

写真を多数取り入れ読みやすく、

親しみやすい町史にしたいと

考えています。

大学：中谷 勉氏提供
昭和43年鶴ヶ丘2丁目
（旧鶴ヶ丘東公民館付近）

昭和55年
鶴ヶ丘神社建築中

昭和60年ごろ
鶴ヶ丘4丁目交差
点付近から医科
大方向（昭和63年
12月に幹一号線
が4車線化になる）
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ケリン's コーナー

A:Waiter, a glass of red wine please.
（ウェイター、赤ワインを1杯ください。）
B:The same here.
（ここにも同じのを。)

"The same here. "
ザ セイム ヒア

（ここにも同じのを。）

POINT!
レストランで「同じのを」と注文するときの決まり文句。ただ、
いつでも「同じのを」を使ってしまうと変に思われるので、
使いすぎないよう注意してください。

今月から学校訪問
数が増え、週3回ぐら
い学校にいっています。
今年初めて会った子
どもは「すごい！目が
青い！」か「目が違う！」
か「目の色が変る！」
を必ず言います。（残
念ながら僕の目の色
は変らないのですが、
なぜか色が変ると子
どもたちによく言わ
れます。）ある一年生は、
自信満々で友達に僕の目について説明を始め、僕は「コ
ンタクトを入れとるからや！」と言いました。それに
周りの子どもたちが「そうなんや！」と納得するけれ
ども、コンタクトを使わないから「そんなことないよ」
と言うと、子どもたちがさらにびっくりします。

「え～？コンタクトじゃないの？なぜ違うの？」と聞
かれるとうまく説明をできません。 外国人の目は、
皆青でもないから「外国人だから」とは言えないし、「生
まれつき」と言ってもちゃんとした答えになっていな
いし、非常に困ります。「じゃあ、お母さんの目は？」と
聞かれると「茶色」と答えるとさらに混乱。「お父さんは？」
「青」と。「え～？ケリンの目は･･･みどりやね！」「え～！
何で？」と聞いても･･･ そのため、今月のテーマは：

Q. 外国人の目の色が違うのは、なぜ?

A.
人間は、人種によって目の色が違います。日本人の

目は黒色ですが、外国人には青色や緑色の人もいます。
どうして外国人の目の色が違うのでしょうか。
私たちの目には、目の中に入ってくる光の量を調節す
る「虹彩(こうさい)」という部分があります。そして、目
の色は、この虹彩の色なのです。日本人は、虹彩の色が
黒いので、目も黒色になります。
虹彩の色は、メラニン色素と呼ばれる黒茶色の色素の

量で決まります。このメラニン色素が多いと黒い目、
少ないと茶色や青い目になります。つまり、白人はメ
ラニン色素が少ないので目が青っぽく見え、日本人は
メラニン色素が多いため黒っぽい目に見えるのです。
このメラニン色素は肌の表面や目に多く存在し、太

陽光線に含まれる有害な紫外線から肌や目を守る役
目をしています。メラ
ニン色素の量が少な
い白人は、虹彩の色が
薄いため、目の黒い日
本人の2倍も 光をま
ぶしく感じてしまい
ます。外国人が、いつ
もサングラスをかけ
ているのは、そういう
わけなのです。

なるほどですね！
今度聞かれたらちゃ
んと答えますね。

5月の学校訪問を楽しみにしています！

１１日（火）鶴ヶ丘小学校
１２日（水）清湖小学校
１３日（木）西荒屋小学校

１８日（火）向粟崎小学校
１９日（水）大根布小学校

２５日（火）清湖小学校
２６日（水）西荒屋小学校
２７日（木）鶴ヶ丘小学校

See you at school!

Kierryn.

「向粟崎小学校」
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書
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図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所
蔵
や

予
約
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
も
、
図
書
館
の
蔵
書
が
検
索
で

き
ま
す
。

1
２
８
６
―
１
９
３
０

FAX
２
８
６
―
１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

年
金
大
貧
民

ね
ん
き
ん
だ
い
ひ
ん
み
ん

時じ

代だ
い

を
ス
イ
ス
イ

生い

き
抜ぬ

く
知
恵

ち

え

荻
原

お
ぎ
わ
ら

博ひ
ろ

子こ

赤あ
か

ち
ゃ
ん
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
あ
そ
び
と

お
も
ち
ゃ

木き

村む
ら

実み

咲さ
き

人に
ん

気き

料
り
ょ
う

理り

の
足た

し
算ざ

ん

・
引ひ

き
算ざ

ん

高た
か

城ぎ

順
じ
ゅ
ん

子こ

け
っ
こ
ん
・
せ
ん
か

壇だ
ん

ふ
み

残
虐
記

ざ
ん
ぎ
ゃ
く
き

桐き
り

野の

夏な
つ

生お

不ふ

運う
ん

な
女め

神が
み

唯
川

ゆ
い
か
わ

恵け
い

竜り
ゅ
う

今い
ま

江え

祥
智

よ
し
と
も

土つ
ち

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

栗く
り

田た

宏
一

こ
う
い
ち

＊
他
に
も
多
数
の
本
が
入
り
ま
し
た
！

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

智
慧

ち

え

の
実み

を
食た

べ
よ
う
糸い

と

井い

重
里

し
げ
さ
と

「
疲つ

か

れ
た
」と
つ
ぶ
や
い
て
い
る

女
性

じ
ょ
せ
い

た
ち
へ

堀ほ
り

史し

朗ろ
う

新
選
組

し
ん
せ
ん
ぐ
み

と
出
会

で

あ

っ
た
人ひ

と

び
と

伊い

東と
う

成
郎

せ
い
ろ
う

こ
こ
ろ
の
自し

然ぜ
ん

治
癒

ち

ゆ

力
り
ょ
く

大お
お

野の

裕
ゆ
た
か

〔「
の
は
ら
う
た
Ⅲ
」

く
ど
う
な
お
こ
と

の
は
ら
み
ん
な童

話
屋
刊
〕

図
書
館
情
報

●
『
ど
こ
に
だ
っ
て
す
て
き
な
庭
は
つ
く
れ

る
！
』

主
婦
と
生
活
社
（
生
活
シ
リ
ー
ズ
）

わ
が
家
の
庭
は
「
狭
い
」「
日
陰
」「
土
が
な
い
」

な
ど
思
い
通
り
の
庭
が
で
き
な
い
と
悩
ん
で
い
る
人

は
い
ま
せ
ん
か
？
　
悪
条
件
を
克
服
し
て
、
理
想
の

庭
に
す
る
ア
イ
デ
ア
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
実
例
を
参

考
に
す
て
き
な
庭
づ
く
り
に
あ
な
た
も
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本

●
『
小
学
生
の
お
母
さ
ん
の
マ
ナ
ー
、
あ
い
さ

つ
、
手
紙
』

岩
下

宣
子

著

わ
が
子
が
、
は
じ
め
て
の
小
学
生
に
な
っ
た
と
い

う
お
母
さ
ん
！
　
こ
の
本
は
、
学
校
と
の
つ
き
あ
い

方
、
母
親
同
士
の
お
つ
き
あ
い
、
手
紙
の
文
例
な
ど
、

わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
マ
ナ

ー
の
基
本
が
わ
か
る
！

●
『
ツ
バ
ル
』

遠
藤

秀
一

写
真
・
文

ツ
バ
ル
と
い
う
国
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
　
ツ
バ

ル
は
南
太
洋
に
あ
る
島
国
で
す
。
後
百
年
で
海
中
に

沈
ん
で
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
地

球
温
暖
化
の
た
め
な
の
で
す
。
こ
の
国
の
美
し
い
自

然
、
人
々
の
生
活
を
写
真
で
紹
介
し
、
環
境
問
題
を

語
り
か
け
る
本
で
す
！

◎
土
曜
お
は
な
し
会

毎
月
、
第
二
土
曜
日
に
お
は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。

絵
本
や
紙
芝
居
を
、
親
子
で
聞
き
に
き
ま
せ
ん
か
？

日
時

5
月
8
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

場
所

図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

◎
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
お
知
ら
せ

第
1
回

「
絵
本
の
読
み
き
か
せ
と
選
び
方
」

日
時

5
月
25
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
正
午

講
師

坪
川
祥
子
氏
（
福
井
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
会
）

第
2
回

「
子
ど
も
た
ち
に
お
は
な
し
を
」

日
時

6
月
3
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
正
午

講
師

神
田
洋
子
氏
（
金
沢
お
は
な
し
会
）

第
1
回
、
第
2
回
と
も

場
所

内
談
町
文
化
会
館

2
階

集
会
展
示
室

参
加
費

無
料

定
員

30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

一
回
の
み
の
参
加
で
も
よ
ろ
し
い
で
す
。

参
加
希
望
の
方
は
内
談
町
立
図
書
館
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

お
知
ら
せ

″

＊
お
詫
び
と
訂
正

4
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
文
学

講
演
会
の
講
師
名
が
間
違
っ
て
お
り
ま

し
た
。

（
誤
）
講
師
名

藤
原

朝
雄
氏

（
正
）
講
師
名

藤
平

朝
雄
氏

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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消
防

だ
よ

り

火災・救急・救助は

119番

火災等情報案内

286－1999

消
火
器
の
取
扱
い
に
注
意
を

万
一
の
為
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
に
は
消
火
器
を
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
か
。

家
庭
内
で
は
、
て
ん
ぷ
ら
油
火
災
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
異
常
燃
焼

に
よ
る
火
災
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
時
の
初
期
消
火
方
法

と
し
て
消
火
器
は
大
変
有
効
で
す
が
、
取
扱
い
方
法
を
誤
っ
た
り
、

老
朽
化
し
腐
食
し
た
消
火
器
は
大
変
危
険
で
す
の
で
、
消
火
器
の
適

正
な
保
管
と
、
日
常
的
な
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
保
管
方
法
及
び
点
検
方
法

・
保
管
場
所
と
し
て
、
常
に
水

が
床
に
飛
散
す
る
と
こ
ろ
で

は
、
消
火
器
の
底
の
部
分
が

腐
食
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

・
屋
外
に
保
管
す
る
場
合
は
直

射
日
光
や
風
雨
を
避
け
る
為
、

格
納
ボ
ッ
ク
ス
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

・
点
検
は
消
防
防
災
製
品
を
扱

っ
て
い
る
業
者
に
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。

三
月
二
十
八
日
（
日
）
向
陽
台
自
主
防
災
会
が
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

向
陽
台
地
区
は
、
昨
年
の
十
一
月
に
自
主
防
災
会
が
発
足
さ
れ
て

お
り
、
住
民
多
数
が
参
加
し
、
万
一
の
災
害
に
備
え
、
初
期
消
火
訓

練
及
び
応
急
手
当
等
の
訓
練
を
行
な
い
、
各
種
訓
練
の
重
要
性
を
確

認
し
、「
自
分
の
町
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
で
防
災
に
対
す

る
資
質
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
定
期
的
に
行
な
う
こ
と
で
、
住
民
相

互
の
連
絡
体
制
を
確
立
し
、
住
民
同
士
の
よ
り
一
層
の
団
結
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。

消
防
法
で
は
、
多
数
の
者
が
出

入
し
、
勤
務
し
、
又
は
居
住
す
る

防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
一

定
の
資
格
を
有
す
る
者
の
う
ち
か

ら
防
火
管
理
者
を
選
任
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
講
習
会
は
、
こ
の
資
格

を
取
得
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

講
習
日

乙
種

五
月
十
九
日
（
水
）

甲
種

五
月
二
十
日
（
木
）
〜

五
月
二
十
一
日
（
金
）

講
習
費
用
（
テ
キ
ス
ト
代
）

乙
種

四
千
円

甲
種

五
千
円

講
習
場
所

か
ほ
く
市
内
日
角
3
丁
目
1
番
地

か
ほ
く
市
消
防
本
部

2
階
講
堂

受
付
期
間四

月
十
九
日
（
月
）
〜

五
月
十
三
日
（
木
）

受
付
場
所

内
談
町
消
防
本
部

（
鶴
ヶ
丘
二
丁
目
六
一
〇
番
地
）

申
し
込
み
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

内
談
町
消
防
本
部
（
予
防
課
）
に

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

牲
2
8
6
―

3
3
0
1

向
陽
台
自
主
防
災
会
が
防
災
訓
練
実
施

防
火
管
理
者
の
資
格

取
得
講
習
会
を
開
催

○取扱い方法 操作はかんたん

慎 振 新

詳しくは内談町消防本部まで問い合わせください。
牲286－3301

安全栓を引き
抜く

ホース又はノ
ズルを火元に
むける

レバーを強く
握る
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皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

4
月
11
日
（
日
）、
平
成
16
年
度
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
合
同
開
講
式
が
、
内
談
体
育
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
51
年
に
8
単
位
団
体
2
1
0
名
に

よ
り
結
成
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
、

今
で
は
20
教
室
約
4
0
0
名
の
団
員
た
ち

が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
競
技
力
、
体
力

の
向
上
と
、
相
互
の
融
和
を
目
指
し
、

日
々
練
習
、
け
い
こ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

式
典
は
、
舘
順
子
本
部
長
の
式
辞
に
始

ま
り
、
浜
田
寛
教
育
長
、
八
田
外
茂
男
議

会
副
議
長
、
石
島
勝
夫
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
副
本
部
長
の
祝
辞
の
後
、
団
員
を
代
表

し
て

ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

木
谷

昂
志
く
ん

鶴
ヶ
丘
少
年
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

大
灘

郁
弥
く
ん

向
粟
崎
少
年
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

吉
田

篤
己
く
ん

海
洋
少
年
団

中
新

安
奈
さ
ん

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

久
瀬

陽
一
郎
さ
ん

が
、
誓
い
の
言
葉
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
宣

誓
し
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
中
、
先
に
募
集
し
て
い
た

「
団
員
募
集
案
内
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
表
彰
式
も
行
わ
れ
、
次
の
15
名
の
団
員

が
受
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

掛
下

和
幸
（
大
根
布
ミ
ニ
バ
ス
）

中
居

勇
尭
（
空
手
道
）

中
居

賢
一
（
空
手
道
）

長
原

光
穂
（
空
手
道
）

下
出

唯
香
（
空
手
道
）

中
道

正
樹
（
サ
ッ
カ
ー
）

秦

奈
緒
美
（
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
）

川
野
な
ぎ
さ
（
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
）

美
勢

敦
子
（
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
）

竹
本

真
美
（
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
）

中
村
明
香
里
（
鶴
ヶ
丘
少
年
剣
道
）

望
月

遥
（
鶴
ヶ
丘
少
年
剣
道
）

本
田

友
紀
（
鶴
ヶ
丘
少
年
野
球
）

若
林
凌
太
郎
（
鶴
ヶ
丘
少
年
野
球
）

中
井

大
輔
（
鶴
ヶ
丘
少
年
野
球
）

ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
内
談

ジ

ポ
ー
ツ
少
年
団
合
同
開
講
式

ス

『
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
内
談
』

が
、
4
月
18
日
（
日
）
内
談
町
役
場

町
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、「
身
近
に
ジ
ャ

ズ
の
リ
ズ
ム
を
楽
し
み
た
い
」
と
の

思
い
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手

で
企
画
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
学
生
や
主
婦
等
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
、
昨
年
に
引

き
続
き
2
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。今

年
は
町
内
か
ら
演
奏
家
を
募
り
、

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド"C

a
m
el
b
ird
"

を
結

成
し
ま
し
た
。

第
1
部
は
、
内
談
中
学
校
吹
奏
楽

部
（
72
名
）
の
演
奏
で
幕
を
開
け
、

C
am
el
b
ird

が
「
オ
ー
ル
・
オ
ブ
・

ミ
ー
」
な
ど
6
曲
を
初
披
露
し
ま
し

た
。第

2
部
は
、
石
川
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
演
奏
で
始

ま
り
、
内
中
吹
奏
楽
部
と
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
約
1
0
0
名
が
「
イ
ン
・
ザ
・

ム
ー
ド
」
な
ど
3
曲
を
合
同
で
演
奏

し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
町
内
外
か
ら
4
0
0

名
を
超
え
る
人
々
が
集
ま
り
、
会
場

い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
る
ジ
ャ
ズ
の
リ

ズ
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

"Camel bird"メンバー募集
楽器（サックス・トランペット・ギターなど）
をお持ちで、一緒にジャズを楽しみたい方、仲
間に入りませんか！
練習場所：清湖小学校音楽室
日時：毎週月曜日 19：30～21：00
連絡先：亀谷 武夫 286－5993



4
月
8
日
（
木
）
大
根
布
小
学
校
に
お
い

て
、
2
台
の
一
般
廃
棄
物
収
集
車
に
横
断
幕

が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
根
布
小

学
校
の
児
童
た
ち
が
総
合
の
時
間
に
「
環
境

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
結
成
し
、
町
内
各
地
で

募
金
活
動
を
し
集
め
た
お
金
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
横
断
幕
の
絵
や
標
語
は
5
年
生

児
童
か
ら
募
集
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
収
集

車
を
見
て
、
環
境
の
こ
と
を
考
え
る
人
が
今

よ
り
さ
ら
に
増
え
る
と
い
い
で
す
ね
。
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4
月
5
日
（
月
）
町
内
各
小
学
校
で
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
約
3
0
0
名

の
児
童
ら
が
、
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
い
、
た
く
さ
ん
の
友
達
と
出
会
い
ま
し

た
。
ま
た
入
学
式
の
中
で
、
河
北
郡
交
通
安

全
協
会
よ
り
新
一
年
生
に
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ

ー
・
交
通
安
全
帽
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

入
学
式
が
終
わ
り
、
教
室
に
入
っ
た
新
一

年
生
は
、
緊
張
し
た
り
、
う
き
う
き
し
た
様

子
で
担
任
の
先
生
か
ら
保
護
者
の
方
々
と
一

緒
に
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

学
校
入
学
式

小
境
へ
の
取
組
み

環

青
年
海
外
協
力
隊
の
平
成
14
年
度
1
次
隊
と
し

て
遠
く
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
地
に
赴
き
、
開
発
途
上

国
の
人
々
の
手
助
け
を
す
る
と
と
も
に
、
交
流
の

橋
渡
し
を
し
て
く
れ
た
浅
香
信
之
さ
ん
（
鶴
ヶ
丘
）

が
こ
の
度
任
期
を
終
え
帰
国
し
、
3
月
30
日
（
火
）

内
談
町
役
場
を
訪
れ
、
岩
本
町
長
に
帰
国
報
告
を

い
た
し
ま
し
た
。
浅
香
さ
ん
は
こ
の
「
広
報
う
ち

な
だ
」
に
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
便
り
と
し
て
記
事
を
寄

稿
し
て
い
た
だ
い
て
い
て
、
も
う
皆
さ
ん
お
な
じ

み
で
す
よ
ね
。
広
い
視
野
を
持
っ
て
海
を
渡
る
、

な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
食
事

が
合
わ
ず
お
腹
を
壊
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

香
さ
ん
帰
国
報
告

浅

3
月
26
日
（
金
）
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
お

も
ち
ゃ
交
換
バ
ザ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
ら
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
持
ち
よ
り
、

交
換
し
、
ゴ
ミ
と
な
る
可
能
性
ま
で
あ
っ
た

お
も
ち
ゃ
に
新
た
な
生
命
を
あ
た
え
る
こ
の

企
画
。
も
っ
て
き
た
お
も
ち
ゃ
の
量
に
応
じ

て
、
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト

で
お
も
ち
ゃ
を
手
に
入
れ
ま
す
。
当
日
は
鶴

ヶ
丘
東
公
民
館
児
童
部
の
子
ど
も
た
ち
も
お

手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
取
組
み
に
よ
り
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
精
神
が
さ
ら
に
定
着
す

る
と
い
い
で
す
ね
。

お
も
ち
ゃ
交
換
バ
ザ
ー
ル
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内
談
町
と
津
幡
警
察
署
は
、
春
の
交
通
安

全
運
動
期
間
中
の
4
月
14
日
（
水
）、
千
鳥
台

1
丁
目
交
差
点
か
ら
千
鳥
台
2
丁
目
、
能
登

有
料
道
路
付
近
に
至
る
町
道
準
幹
1
号
線
の

1.1
キ
ロ
（
地
図
参
照
）
を
「
交
通
マ
ナ
ー
ア

ッ
プ
路
線
」
と
し
て
6
ヶ
月
間
指
定
し
、
住

民
、自
治
体
、

警
察
が
一
体

と
な
っ
て
交

通
安
全
啓
発

活
動
に
取
り

組
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。

4
月
9
日
（
金
）
午
前
10
時
か
ら
約
1
時
間

に
わ
た
り
、
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
付
近
で
交
通
安
全
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
岩
本
町
長
、
山
岡

津
幡
警
察
署
長
、
内
談
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
の
皆
さ

ん
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
「
運
転
気
い
つ
け
て
ね
」
と
声
を

か
け
、
マ
ス
コ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
ま
し
た
。
ふ
く

ろ
う
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は
内
談
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
の

皆
さ
ん
が
手
作
り
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

1,100メートル

千鳥台
1丁目

千鳥台2丁目

至金沢

至羽咋
内談高校

海浜千鳥台 海浜向陽台 能登有料道路

至
ア
カ
シ
ア

至
向
陽
台

1
丁
目

内談海水浴場

鳥
台
に
「
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
路
線
」
を

指
定

千

4
月
4
日
（
日
）
内
談
町
文
化
会
館
で
内
談
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊
の
観
閲

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
上
、
多
年
に
わ
た
り
隊
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
方
々
と
優
良
自
動
車
運
転
者
の
皆

様
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
16
年
度
表
彰
者

○
内
談
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊

「
退
隊
者
感
謝
状
」

勤
続
34
年

本
部
副
隊
長

故

片
山

弘

勤
続
22
年

大
根
布
地
区
隊
隊
員

松
川

徹

勤
続
17
年

大
根
布
地
区
隊
隊
員

長
丸

進

勤
続
14
年

鶴
ヶ
丘
第
3
地
区
隊
隊
員

松
下

真
一

○
内
談
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊
功
労

推
進
隊
員
「
30
年
以
上
」

ア
カ
シ
ア
地
区
隊
隊
長

木
下

登

向
粟
崎
地
区
隊
隊
員

根
来

徳
一

向
粟
崎
地
区
隊
隊
員

北
川

順
治

向
陽
台
地
区
隊
隊
員

北
上

賢
二

○
内
談
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊
功
労

推
進
隊
員
「
20
年
以
上
」

鶴
ヶ
丘
第
1
地
区
隊
隊
長

野
村

親
八

鶴
ヶ
丘
第
2
地
区
隊
班
長

谷
内

秀
敬

大
根
布
地
区
隊
隊
長

川
本

賢

○
内
談
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊
功
労

推
進
隊
員
「
15
年
以
上
」

旭
ヶ
丘
地
区
隊
隊
長

奥
田

滋

向
陽
台
地
区
隊
班
長

根
来

高
志

大
根
布
地
区
隊
隊
員

兼
田
孫
七
郎

室
地
区
隊
副
隊
長

黒
田

修

○
内
談
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊
功
労

推
進
隊
員
「
10
年
以
上
」

宮
坂
地
区
隊
班
長

上
前

正
志

○
内
談
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊
優
良

推
進
隊
員
「
4
年
以
上
勤
続
者
」

ア
カ
シ
ア
地
区
隊
隊
員

表

健

緑
台
地
区
隊
副
隊
長

長
田

武
久

大
根
布
地
区
隊
隊
員

喜
多
西
直
治

大
根
布
地
区
隊
隊
員

吹
上

久

○
優
良
自
動
車
運
転
者

鶴
ヶ
丘

宮
本

五
一

鶴
ヶ
丘

宮
本

幸
子

鶴
ヶ
丘

山
田

紘
行

鶴
ヶ
丘

山
田

良
江

鶴
ヶ
丘

背
口
由
美
子

大
清
台

高
瀬

英
祐

大
学

西

直
庄

大
学

西

美
智
子

大
学

荒
家

保

ハ
マ
ナ
ス

児
玉

敏
政

防

通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

犯
と
交
通
安
全
推
進
隊
観
閲
式

交
内
談
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

1
２
８
６
│

６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
談
町
役
場
総
務
課
広
報
担
当

FAX
２
８
６
│

０
６
１
７
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役 場 代 表 286－1111

町 民 部
町 民 生 活 課 286－6701
環 境 対 策 室 286－6701
保健センター286－6101
保 険 年 金 課 286－6702
介 護 保 険 室 286－6703

産業建設部
産 業 経 済 課 286－6708
建 設 課286－6710
都 市 計 画 課 286－6712
北部開発対策室286－6713

教育委員会
生 涯 学 習 課 286－6716
学 校 教 育 課 286－6717

総 務 部
総 務 課286－6720
町史編さん室 286－6705
財 務 検 査 室 286－6720
人 事 秘 書 室 286－6721
企 画 調 整 課 286－6723
税 務 課286－6706

企 業 局
水 道 課286－1115
新エネルギー開発対策室286－1115
下 水 道 課286－6718

出 納 室 286－6707
議 会 事 務 局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図 書 館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働 く女性の家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
蹟公共施設等管理公社286－1800
社会福祉協議会 286－6953

お問い合わせは
こちらまで

は
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
）

就
業
時
間
▼
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

採
用
予
定
人
員
▼
9
人

賃
金
▼
日
額
9，
8
0
0
円

応
募
期
限
▼
6
月
11
日
（金）
ま
で

応
募
要
領
▼

6
月
1
日
以
降
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
つ
ば
た

が
発
行
す
る
紹
介
状
を
持
参
し
、
石
川
県
森

林
組
合
連
合
会
へ
申
し
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

・
産
業
建
設
部
産
業
経
済
課

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
つ
ば
た

牲
2
8
9
―

2
5
3
0

・
石
川
県
森
林
組
合
連
合
会

牲
2
3
7
―

0
1
2
1

内
談
町
福
祉
会

夕
陽
ヶ
丘
苑

職
員
募
集

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
▼
介
護
職
員
1
名

応
募
資
格
▼

介
護
福
祉
士
又
は
ヘ
ル
パ
ー
2
級
以
上
の

資
格
を
取
得
の
方
で
、
実
務
経
験
の
あ
る
年

齢
35
歳
ま
で
の
健
康
な
方

勤
務
条
件
等
▼

①
勤
務
日

1
週
当
り
40
時
間
勤
務
で
夜
間

勤
務
有
り
。

②
そ
の
他

社
会
保
険
有
り
。
他
福
祉
会
規

定
に
よ
る
。

採
用
予
定
日
▼
6
月
1
日
（火）

応
募
期
限
▼
5
月
17
日
（月）

応
募
要
領
▼

夕
陽
ヶ
丘
苑
で
交
付
す
る
申
込
書
に
資
格

証
明
書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
日
時
及
び
方
法
▼

本
人
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
町
福
祉
会

夕
陽
ヶ
丘
苑

牲
2
8
6
―

9
9
1
1

河
北
斎
場
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

募
集

河
北
斎
場
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
▼

55
歳
ま
で
の
健
康
な
方
で
自
宅
か
ら
通
勤

可
能
な
方

勤
務
内
容
▼

会
葬
者
へ
の
案
内
及
び
接
待
、
待
合
室
等

の
清
掃

勤
務
時
間
等
▼

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分
（
休
憩
時
間

含
む
）。
た
だ
し
、
施
設
の
使
用
状
況
等
に
よ

り
、
始
業
・
終
業
時
間
の
変
更
あ
り
。

・
休
日

友
引
の
日
（
8
月
及
び
12
月
31
日
、

1
月
2
日
は
除
く
）、
1
月
1
日
、
8
月
15

日
、
組
合
が
指
定
す
る
日

賃
金
▼
時
間
給
1，
0
0
0
円

採
用
人
員
▼
1
名

応
募
要
領
▼

河
北
郡
市
斎
場
施
設
組
合
（
内
談
町
町
民

生
活
課
）
で
交
付
す
る
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
採

用
候
補
者
試
験
申
込
書
を
期
限
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
▼
5
月
20
日
（木）

面
接
試
験
▼
日
時
・
場
所
は
本
人
に
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

願
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

河
北
郡
市
斎
場
施
設
組
合
（
町
民
生
活
課
）

牲
2
8
6
―

6
7
0
1

内
談
町
緊
急
雇
用
創
出
特
別

対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

内
談
町
で
は
、
平
成
16
年
度
緊
急
雇
用
創

出
特
別
対
策
事
業
と
し
て
黒
松
間
伐
事
業
・

ア
カ
シ
ア
林
帯
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

本
事
業
は
、
失
業
者
に
対
し
て
、
臨
時
、

応
急
的
に
雇
用
、
就
業
の
機
会
を
提
供
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

就
業
場
所
▼
内
談
町
内

職
種
▼
現
場
作
業
員

年
齢
▼
18
歳
〜
65
歳
（
求
職
活
動
を
行
っ
て

い
る
方
）

必
要
な
資
格
▼
普
通
自
動
車
運
転
免
許

雇
用
予
定
期
間
▼

平
成
16
年
7
月
〜
平
成
16
年
12
月
（
休
日



2004.5.5.（13）

暮
ら
し
の
情
報

方
法
▼
自
己
申
告
制

3
部
門
（
3
㎞
・
6
㎞
・
9
㎞
）

参
加
料
▼
一
般

5
0
0
円

高
校
生
以
下

3
0
0
円

参
加
資
格
▼
小
学
校
5
年
生
以
上
の
障
害

者
・
健
常
者
で
健
康
な
方

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

石
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

℡
・
性

2
6
4
―

1
7
2
8

申
込
締
切
▼
5
月
13
日
（木）

午
後
5
時
必
着

手
話
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

初
級
手
話
講
習
会
〜
受
講
生
募
集
〜

対
象
者
▼

町
内
在
住
、
通
勤
ま
た
は
通
学
す
る
方

開
催
期
間
▼
6
月
1
日
（火）
〜
7
月
13
日
（火）

毎
週
火
・
木
曜
日
（
全
12
回
）

時
間
▼
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

会
場
▼
内
談
町
文
化
会
館
2
階
集
会
展
示
室

定
員
▼
30
名

受
講
料
▼
8
5
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
）…
必
須

1，
5
0
0
円
（
ニ
ュ
ー
ス
ろ
う
あ
石
川
）

…
選
択

講
師
▼
石
川
県
聴
覚
障
害
者
協
会

主
催
▼
豊
か
な
心
を
育
む
内
談
町
民
会
議
・

内
談
町
教
育
委
員
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

受
付
期
間
▼
5
月
6
日
〜
5
月
20
日

※
受
講
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
抽
選
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
細
な
内
容
が
書
か
れ
た
チ
ラ
シ
は
、
文

平
成
16
年
度
内
談
砂
丘
文
芸

ス
ク
ー
ル
町
民
開
放
講
座

平
成
16
年
度
内
談
砂
丘
文
芸
ス
ク
ー
ル
町

民
開
放
講
座「
五
木
寛
之
の
文
学
」を
全
5
回

に
わ
た
り
学
ん
で
い
ま
す
。
広
く
一
般
町
民

の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
▼
6
月
12
日
（土）

午
前
10
時
〜
正
午

講
義
内
容
▼
五
木
寛
之
の
文
学
②

内
談
と
い
う
足
跡

開
催
場
所
▼
内
談
町
役
場
4
階

4
0
6
・
4
0
7
会
議
室

講
師
▼
森

英
一
氏

（
金
沢
大
学
教
育
学
部
教
授
）

問
い
合
わ
せ
先
▼

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

第
21
回
ア
カ
シ
ア

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

障
害
者
と
健
常
者
が
一
緒
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ

し
、
事
前
に
申
告
し
た
タ
イ
ム
の
差
に
よ
り

順
位
を
決
定
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
大
会
で
す
。

マ
イ
ペ
ー
ス
で
無
理
な
く
完
走
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

期
日
▼
5
月
16
日
（日）

小
雨
決
行

受
付

午
前
8
時
30
分

開
会
式

午
前
9
時
30
分

ス
タ
ー
ト

午
前
10
時

コ
ー
ス
▼

内
談
町
役
場
裏
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

ハ
マ
ナ
ス
・
大
清
台
地
区
周
辺

一
周
3
㎞
コ
ー
ス

化
会
館
・
公
民
館
に
設
置
い
た
し
ま
す
。

第
2
回
心
と
心
の
内
談
町

ふ
れ
あ
い
絵
手
紙
交
流
展

絵
手
紙
は
心
の
オ
ア
シ
ス

日
時
▼
5
月
22
日
（土）
〜
31
日
（月）

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

会
場
▼
内
談
町
役
場
6
階
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

土
・
日
曜
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

主
催
▼
内
談
町
ふ
れ
あ
い
絵
手
紙
教
室

後
援
▼
内
談
町
教
育
委
員
会

日
本
絵
手
紙
協
会

薦
好
！
中
国
語
教
室
の
ご
案
内

日
時
▼
6
月
7
日
（月）
〜
8
月
23
日
（月）
全
10
回

（
内
7
月
19
日
、
8
月
16
日
は
休
み
）

毎
週
月
曜
日
午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

場
所
▼
内
談
町
役
場
1
階

1
0
2
会
議
室

募
集
定
員
▼
20
名

申
込
方
法
▼

6
月
4
日
（金）
ま
で
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

電
話
又
は
性
に
て
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
お
書
き
の
上
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

受
講
生
の
決
定
▼

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
後
、
直
接

連
絡
い
た
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

牲
2
8
6
―

5
4
3
8

性
2
8
6
―

8
5
8
5

第
22
回
内
談
町
美
術
展
・

第
13
回
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展

開
催
日
時
▼
6
月
13
日
（日）
〜
20
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

（
初
日
の
み
午
前
11
時
〜
）

開
催
場
所
▼

内
談
町
役
場

1
階

町
民
ホ
ー
ル

6
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー

作
品
募
集
▼

町
民
の
皆
様
の
力
作
を
広
く
募
集
い
た
し

ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
各
ご
家
庭
に
配
付
し

た
要
項
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

花
い
っ
ぱ
い
運
動

―
大
輪
を
咲
か
そ
う
―

今
年
も
ま
た
菊
作
り
の
季
節
と
な
っ
て
参

り
ま
し
た
。

菊
花
協
会
で
は
、
左
記
の
と
お
り
菊
の
苗

を
無
料
で
配
布
い
た
し
ま
す
。

日
時
▼
5
月
23
日
（日）

午
後
2
時
か
ら

場
所
▼
内
談
町
文
化
会
館
前

配
布
数
▼
2
0
0
本
（
一
人
2
本
ま
で
）

先
着
1
0
0
名

※
ま
た
、
菊
作
り
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
未
経
験
の
方
も
大
い
に
歓
迎
い
た
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
内
談
町
菊
花
協
会

今
村

牲
2
3
8
―

0
1
3
5

中
村

牲
2
8
6
―

1
8
3
4
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ト
ト
ロ
の
家
3
周
年
「
梅
原
司

平
と
希
望
を
う
た
お
う
」
へ
の

お
さ
そ
い

―
み
ん
な
が
心
か
よ
い
あ
う
時
を
―

梅
原
司
平
さ
ん
は
富
山
県
出
身
の
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で
、
あ
た
た
か
い
歌
と
、

ト
ー
ク
は
笑
い
あ
り
涙
あ
り
…
。
平
和
を
願

い
、
命
の
尊
さ
を
歌
う
コ
ン
サ
ー
ト
は
参
加

者
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
参

加
は
無
料
で
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
▼
5
月
23
日
（日）

10
時
〜
11
時

梅
原
司
平
コ
ン
サ
ー
ト

（
9
時
30
分
開
場
で
す
。
早
め
に
お
越
し

下
さ
い
）

11
時
〜
12
時

お
ど
り
・
子
供
太
鼓
・
音

楽
で
遊
ぼ
う
・
警
察
の
方
の
お
話
「
さ
ま
ざ

ま
な
危
険
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
」
な
ど

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

バ
ザ
ー
。
掘
り

出
し
物
い
っ
ぱ
い
。
軽
食
・
抹
茶
、
コ
ー
ヒ

ー
（
前
売
券
販
売
中
で
す
）

場
所
▼
清
湖
小
学
校

後
援
▼
内
談
町
教
育
委
員
会

北
國
新
聞
社

問
い
合
わ
せ
先
▼
ト
ト
ロ
の
家

牲
2
8
6
―

5
3
7
3

引
き
こ
も
り
の
子
供
を
持
つ

親
の
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か

日
時
▼
毎
月
第
3
火
曜
日

健
康
講
座
「
最
近
の
感
染
症
〜
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
サ
ー
ズ
・
狂
牛
病
〜
」

日
時
▼
5
月
21
日
（金）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

会
場
▼
内
談
町
文
化
会
館

講
師
▼
金
沢
医
科
大
学
総
合
医
学
研
究
所

竹
上

勉

教
授

こ
こ
数
年
の
間
に
、
B
S
E
（
狂
牛
病
）

や
サ
ー
ズ
な
ど
今
ま
で
に
な
い
感
染
症
が
世

界
で
流
行
し
、
今
年
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
問
題
と
な
り
、
世
間
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
最
近
の
感
染
症
に
つ
い
て
学

習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
内
談
町
保
健
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
ま
で

場
所
▼
石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
▼

グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
勉
強
会
・

情
報
交
換
会
・
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
。

別
途
、
精
神
科
医
の
相
談
も
可
能
（
要
予
約
）

会
費
▼
月
額
3
0
0
円
（
お
茶
菓
子
代
等
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
▼

・
石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
部

健
康
推
進
課

牲
2
7
5
―

2
2
5
0

・
で
ん
で
ん
む
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

土
田
晶
子

牲
0
9
0
―

9
7
6
9
―

3
9
3
1

牲
0
7
6
1
―

4
3
―

0
3
0
1

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

開
催
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
の
再
就
職
を
応
援
し
ま
す

育
児
や
介
護
で
今
は
仕
事
を
離
れ
て
い
る

け
れ
ど
、
も
う
一
度
働
き
た
い
…
ブ
ラ
ン
ク

が
長
く
て
不
安
な
ど
、
お
悩
み
の
方
の
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

受
講
料
は
無
料
。
託
児
も
あ
り
ま
す
。

日
時
▼
6
月
22
日
（火）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所
▼
内
談
町
働
く
女
性
の
家

定
員
▼
20
名

託
児
5
名
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
町
働
く
女
性
の
家

申
込
締
切
▼
6
月
15
日
（火）

主
催
▼
内
談
町
働
く
女
性
の
家
・

蹟
21
世
紀
職
業
財
団
石
川
事
務
所

※
内
容
・
講
師
等
は
下
の
表
を
参
照
。

日

6/22
（火）

時間

10：00～10：15

10：15～10：30

10：30～11：30

11：30～12：00

13：00～14：30

14：40～16：00

内容

オリエンテーション
セミナーの目的と日程説明

フレーフレーテレフォン事業等について

ワークシートで私の適職再発見

体験発表「産業カウンセラーの資格取得
で手にした再就職」

講演「職場の会話術と人前での話し方」
仮題

働くために知っておきたい法律・制度
税金、社会保険の基礎等

講師等

蹟21世紀職業財団石川事務所
所長 押切柳子

蹟21世紀職業財団石川事務所
両立支援相談員 池田良子

蹟21世紀職業財団石川事務所
両立支援相談員 田中みち子

産業カウンセラー
尾島照子

行動脳力研究所
所長 山本和子

社会保険労務士
小坂信孝

と き：6月6日（日）午前9時（雨天中止）
ところ：内談総合グラウンド
と き：6月6日（日）午前9時（雨天中止）
ところ：内談総合グラウンド
と き：6月6日（日）午前9時（雨天中止）
ところ：内談総合グラウンド
と き：6月6日（日）午前9時（雨天中止）
ところ：内談総合グラウンド
と き：6月6日（日）午前9時（雨天中止）
ところ：内談総合グラウンド
と き：6月6日（日）午前9時（雨天中止）
ところ：内談総合グラウンド
と き：6月6日（日）午前9時（雨天中止）
ところ：内談総合グラウンド
と き：6月6日（日）午前9時（雨天中止）
ところ：内談総合グラウンド
と き：6月6日（日）午前9時（雨天中止）
ところ：内談総合グラウンド
と き：6月6日（日）午前9時（雨天中止）
ところ：内談総合グラウンド
と き：6月6日（日）午前9時（雨天中止）
ところ：内談総合グラウンド
と き：6月6日（日）午前9時（雨天中止）
ところ：内談総合グラウンド
と き：6月6日（日）午前9時（雨天中止）
ところ：内談総合グラウンド
と き：6月6日（日）午前9時（雨天中止）
ところ：内談総合グラウンド
と き：6月6日（日）午前9時（雨天中止）
ところ：内談総合グラウンド
と き：6月6日（日）午前9時（雨天中止）
ところ：内談総合グラウンド
と き：6月6日（日）午前9時（雨天中止）
ところ：内談総合グラウンド

ご家族そろってご参加ください。ご家族そろってご参加ください。ご家族そろってご参加ください。ご家族そろってご参加ください。ご家族そろってご参加ください。ご家族そろってご参加ください。ご家族そろってご参加ください。ご家族そろってご参加ください。ご家族そろってご参加ください。ご家族そろってご参加ください。ご家族そろってご参加ください。ご家族そろってご参加ください。ご家族そろってご参加ください。ご家族そろってご参加ください。ご家族そろってご参加ください。ご家族そろってご参加ください。ご家族そろってご参加ください。

第50回内談町民体育祭第50回内談町民体育祭第50回内談町民体育祭第50回内談町民体育祭第50回内談町民体育祭第50回内談町民体育祭第50回内談町民体育祭第50回内談町民体育祭第50回内談町民体育祭第50回内談町民体育祭第50回内談町民体育祭第50回内談町民体育祭第50回内談町民体育祭第50回内談町民体育祭第50回内談町民体育祭第50回内談町民体育祭第50回内談町民体育祭



2004.5.5.（15）

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

左
記
の
日
程
に
て
町
総
合
体
育
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
県
体
に
さ
き
が
け
て
行
い
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
後
日
、
詳
細
を
チ
ラ
シ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
生
涯
学
習
課

第
21
回
内
談
町
総
合
体
育
大
会
参
加
者
募
集

16
競
技
開
催

「
学
び
の
風
推
進
協
議
会
」
の

委
員
を
公
募
し
ま
す
！

内
談
町
で
は
、
生
涯
学
習
の
振
興
を
図
る

た
め
、
町
民
の
主
体
組
織
と
し
て
、「
学
び
の

風
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
協
議
会
の
委
員
に
つ
い
て
生
涯
学
習

を
実
践
し
て
い
る
町
民
の
中
か
ら
公
募
い
た

し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

募
集
人
数
▼
4
名
程
度

対
象
者
▼
学
習
実
践
者

任
期
▼
平
成
16
年
6
月
1
日
か
ら
2
年
間

報
酬
▼
5，
0
0
0
円
／
回

会
議
回
数
▼
年
5
回
程
度

応
募
期
限
▼
5
月
17
日
（月）

※
応
募
申
込
書
は
生
涯
学
習
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

長
丸

津
軽
ひ
ろ
子
シ
ョ
ー

全
国
縦
断
リ
サ
イ
タ
ル

生
き
る
喜
び
歌
に
乗
せ

演
歌

三
味
線

民
謡

こ
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
福
祉
活
動
の
一
環
と

し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
多
数
の
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

入
場
無
料
。

日
時
▼
5
月
19
日
（水）

昼
の
部

午
後
2
時
開
演

夜
の
部

午
後
6
時
30
分
開
演

場
所
▼
内
談
町
文
化
会
館

問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
町
社
会
福
祉
協
議
会

5
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
は

憲
法
週
間
で
す

金
沢
地
方
、
家
庭
裁
判
所
で
は
、
検
察
庁

及
び
弁
護
士
会
の
協
力
を
得
て
、
左
記
の
日

程
で
無
料
法
律
・
調
停
相
談
所
を
開
設
い
た

し
ま
す
。

地区

金沢

小松

七尾

輪島

珠洲

5月17日（金）

5月13日（木）

5月16日（木）

午前10時～午後4時

午後1時～午後3時30分

午前10時～午後3時
5月16日（木）

5月11日（火）

5月13日（木）

大和香林坊店8階
ロイヤルルーム

野々市町中央公民館

小松大和
弁護士、
調停委員、
書記官

鳥屋町役場
社会福祉センター

輪島市役所

能都町役場 調停委員、書記官

月 日 時 間 場 所 相談担当者

競技種目
ソフトボール
柔道
剣道
バドミントン
バスケットボール
卓球
バレーボール
テニス
ソフトテニス
水泳
空手道
トランポリン
ゲートボール
弓道
ボウリング
グラウンドゴルフ

会場
内談中学校野球場・ソフトボール場
武道館
向粟崎体育館
内談中学校体育館
内談体育館
内談体育館
鶴ヶ丘小学校体育館
総合公園テニスコート
鶴ヶ丘テニスコート
総合公園屋内温水プール
武道館
勤労者体育センター
向粟崎運動公園
弓道場
ルネス・サンサーカス
グラウンドゴルフ倶楽部

開催日程
6月13日（木）他
6月12日（土）
6月13日（日）
6月13日（日）
6月20日（日）
6月13日（日）
6月27日（日）
6月13日（日）
6月13日（日）
6月13日（日）
6月13日（日）
6月13日（日）
6月13日（日）
6月12日（土）
6月13日（日）
6月13日（日）
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ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
へ
の

お
誘
い

親
子
で
楽
し
く
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
？

友
達
を
い
っ
ぱ
い
作
り
ま
し
ょ
う
！

日
時
▼
5
月
よ
り
月
1
回

第
3
火
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

第
1
回
目

5
月
18
日
（火）

場
所
▼
向
陽
台
保
育
園

遊
戯
室

対
象
▼

平
成
16
年
4
月
2
日
で
概
ね
2
歳
に
な
っ

て
い
る
親
子

※
先
着
概
ね
30
組
位
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

申
込
用
紙
は
、
園
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
お
い
で
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

向
陽
台
保
育
園

柚ゆ

、
表

お
も
て

井い

ま
で

℡
・
性

2
3
7
―

2
6
1
7

65
歳
か
ら
69
歳
ま
で

医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
談
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１

日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼
昭
和
14
年
6
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方

注：
65
歳
に
な
ら
れ
る
方

で
障
害
手
帳
１
級
・
２
級
・
３
級
及
び
療
育
Ａ

の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
5
月
25
日
（火）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼
印
鑑
、
健
康
保

険
証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
の

口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
（
社
会

保
険
・
共
済
等
）
に
加
入
の
方
も
申
請
で

き
ま
す
。

※
該
当
者
の
方
に
は
、
後
日
ハ
ガ
キ
で
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

平
成
16
年
度
4
月
分
の
国
民
年
金
保
険
料

か
ら
県
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
サ
ー

ク
ル
K
、
サ
ン
ク
ス
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ロ
ー
ソ
ン
）
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
石
川
社
会
保
険
事
務
局

金
沢
南
事
務
所

牲
2
4
5
―

2
3
1
1

金
沢
北
社
会
保
険
事
務
所

牲
2
3
3
―

2
0
2
1

学
生
と
は
▼

大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
門
学
校
に
在
学
す
る
生
徒
ま
た

は
学
生
を
い
う
。（
夜
間
、
通
信
課
程
を
含
む
）

申
請
先
▼
役
場
の
国
民
年
金
の
窓
口
ま
で

承
認
期
間
▼

申
請
し
た
月
の
前
月
か
ら
年
度
末
（
3
月
）

ま
で

注
意
事
項
▼

①
学
生
の
間
は
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

②
承
認
さ
れ
た
期
間
に
対
す
る
保
険
料
の
追

納
は
、
10
年
以
内
に
で
き
ま
す
が
3
年
以

内
に
し
な
い
と
加
算
額
が
つ
き
納
付
額
が

多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
追
納
す

る
場
合
、
3
年
以
内
に
す
る
と
有
利
で
す
。

③
追
納
し
な
か
っ
た
場
合
、
承
認
期
間
は
年

金
受
給
要
件
期
間
に
は
な
り
ま
す
が
、
年

金
受
給
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

追
納
し
た
方
が
有
利
で
す
。

※
一
部
対
象
と
な
ら
な
い
学
校
も
あ
り
ま
す

の
で
、
役
場
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
「
学
生
納
付
特
例
」
の
申
請
を

さ
れ
る
方
は
、
ど
の
月
で
も
申
請
で
き
ま
す

が
、
毎
年
5
月
末
ま
で
に
し
な
い
と
1
年
間

の
承
認
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
後
20
歳
に
な
る
学
生
の
み
な
さ
ん
も
、

20
歳
に
な
っ
た
月
か
そ
の
翌
月
中
に
申
請
を

し
て
下
さ
い
！

「
学
生
納
付
特
例
」
に
つ
い
て

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
（
1
ヶ
月
1
3，
3
0
0
円
）
を
納
付

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
学
業

が
本
業
の
学
生
さ
ん
は
収
入
が
な
い
方
が
ほ

と
ん
ど
で
保
険
料
納
付
が
家
計
を
圧
迫
し
か

ね
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
学
生

の
間
は
保
険
料
納
付
を
猶
予
し
、
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。ま

た
、
も
し
承
認
期
間
中
に
障
害
者
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
保
険
料
を
納
め
て
い

た
方
と
同
様
に
障
害
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
、
保
険
料
納
付
が
困
難
な
学
生
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

条
件
▼

20
歳
以
上
の
学
生
で
あ
る
こ
と
。

本
人
の
前
年
の
所
得
が
68
万
円
以
下
（
収

入
で
1
3
3
万
円
以
下
）
で
あ
る
こ
と
。

20
歳
以
上
の
学
生
さ
ん
、
そ
の
親
御
さ
ん
へ
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③
運
転
免
許
証
（
障
害
者
ご
本
人
が
運
転
の

場
合
の
み
）

④
こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
割
引
証
（
持
っ
て

い
る
方
の
み
）

な
お
、
E
T
C
利
用
に
よ
る
割
引
及
び
車

載
器
購
入
費
の
助
成
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

別
途
窓
口
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
町
民
生
活
課

内
談
町
中
高
年
齢
者
職
業
訓

練
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

内
談
町
で
は
、
中
高
年
齢
者
の
能
力
開
発

と
雇
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

満
四
十
五
歳
以
上
で
、
石
川
県
内
の
設
置
さ

れ
た
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
及
び
職
業
訓

練
施
設
に
お
い
て
、
技
能
を
習
得
し
よ
う
と

す
る
人
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
の
基
準
▼

①
満
四
十
五
歳
以
上
の
人

②
4
月
1
日
以
後
に
訓
練
施
設
に
入
校
し
た

人
③
訓
練
期
間
が
6
ヶ
月
以
上
の
人
（
5
万
円
）

訓
練
期
間
が
6
ヶ
月
未
満
の
人
（
2
万
5

千
円
）

④
内
談
町
に
在
住
し
、
訓
練
施
設
に
入
校
を

許
可
さ
れ
た
日
か
ら
、
引
き
続
き
1
年
以

上
居
住
し
て
い
る
人
。

⑤
入
校
し
て
一
ヶ
月
経
過
し
た
日
か
ら
訓
練

期
間
が
終
了
す
る
ま
で
に
、
申
請
す
る
。

⑥
④
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
及
び
中

途
退
学
し
た
時
は
、
奨
励
金
を
返
還
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
産
業
建
設
部
産
業
経
済
課

高
齢
者
実
態
把
握
に
つ
い
て

相
談
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
ご
自
宅
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
介
護
や
介
護
予
防
に

つ
い
て
の
ご
相
談
を
受
け
、
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
5
月
か
ら
内
談
町
全
域
の
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
の
方
や
高
齢
者
だ
け
の
世
帯

へ
当
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
家
庭
訪
問
し
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
実
態
把
握
を
す
る
予
定

に
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
調
査
項
目
は
厚
生

労
働
省
が
示
し
た
内
容
に
沿
っ
た
も
の
で
、

内
談
町
へ
の
報
告
・
当
事
業
の
目
的
以
外
に

は
利
用
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

障
害
者
有
料
道
路
等
通
行
料

の
割
引
に
つ
い
て

昨
年
12
月
1
日
よ
り
、
障
害
者
割
引
制
度

が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
今
、
お
手
元
に
あ

る
割
引
証
の
有
効
期
限
は
今
月
末
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
左
記
の
も
の
を
ご
持

参
の
う
え
、
役
場
町
民
生
活
課
窓
口
で
お
早

め
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。（
障
害
の
内
容
に
よ

っ
て
は
割
引
の
証
明
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

①
障
害
者
手
帳
（
療
育
手
帳
B
や
精
神
障
害

者
手
帳
を
お
も
ち
の
方
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

②
車
検
証

内
談
町
で
は
、
平
成
17
年
3
月
31
日
ま
で

中
小
企
業
者
の
皆
様
の
経
営
安
定
の
手
助
け

と
な
る
よ
う
に
2
つ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

内
談
町
商
工
業
緊
急
支
援
融
資
の
概
要

対
象
と
な
る
方
▼

①
事
業
所
並
び
に
事
務
所
又
は
住
所
を
内
談

町
内
に
有
し
、
同
一
事
業
を
引
き
続
き
1

年
以
上
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者
で
あ
る

こ
と
。

②
最
近
3
ヶ
月
間
の
月
平
均
売
上
額
が
前
年

同
期
の
月
平
均
売
上
額
に
比
し
て
減
少
し

て
お
り
、
内
談
町
商
工
会
会
長
が
認
定
し

た
も
の
。

③
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

融
資
条
件
▼

①
限
度
額

7
0
0
万
円

②
期
間

5
年
以
内
（
う
ち
据
え
置
き
期
間

6
ヶ
月
以
内
）

③
融
資
利
率

年
1.5
％

④
資
金
使
途

運
転
資
金

⑤
償
還
方
法

原
則
元
金
均
等
月
賦
償
還

⑥
保
証
人
そ
の
他

取
扱
い
金
融
機
関
の
扱

い
に
よ
る

申
込
み
方
法
▼

取
扱
い
期
間
▼

平
成
16
年
4
月
1
日
〜
平
成
17
年
3
月
31
日

取
扱
金
融
機
関
▼
北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
金

沢
医
科
大
学
病
院
支
店
・
金
沢
信
用
金
庫
・

興
能
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組

合
（
内
談
町
管
内
）
・
北
陸
銀
行
金
沢
問
屋

町
支
店
・
の
と
共
栄
信
用
金
庫

内
談
町
中
小
企
業
経
営
安
定
支
援
利
子
補
給

の
概
要

補
給
対
象
融
資
▼

石
川
県
経
営
安
定
支
援
資
金
小
口
融
資
事

業
資
金
（
追
認
小
口
）

補
給
対
象
者
▼

①
事
業
所
並
び
に
事
務
所
又
は
住
所
を
町
内

に
有
し
、
同
一
事
業
を
引
き
続
き
1
年
以

上
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者
。

②
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

補
給
金
の
額
▼
借
入
金
利
率
の
う
ち
の
0.5
％

補
給
対
象
期
間
▼
2
ケ
年
以
内

取
扱
い
期
間
▼

平
成
16
年
4
月
1
日
〜
平
成
17
年
3
月
31
日

取
扱
金
融
機
関
▼
北
國
銀
行
・
金
沢
信
用
金

庫
・
興
能
信
用
金
庫
・
福
井
銀
行
金
沢
医
科

大
学
病
院
支
店
・
北
陸
銀
行
金
沢
問
屋
町
支

店
・
の
と
共
栄
信
用
金
庫

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
▼

内
談
町
産
業
経
済
課

内
談
町
商
工
会

牲
2
8
6
―

4
2
0
0

中
小
企
業
の
み
な
さ
ま
ご
存
知
で
す
か
？

①申込書の
提出

②認定書の
交付

③借入申込み
（認定書添付）

町
商
工
会

申
込
者

取
扱
い
金
融
機
関
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6月 22日（火）室公民館 8:00～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一 一

6月 23日（水）宮坂公民館 8:00～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一 一

6月 24日（木）西荒屋公民館 8:00～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月 25日（金）アカシア公民館 8:00～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月 26日（土）内談町役場 7:30～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月 28日（月）向陽台公民館 8:00～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月 29日（火）向陽台公民館 8:00～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一 一

6月 30日（水）千鳥台公民館 8:00～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7月 1日（木）鶴ヶ丘西公民館 8:00～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

7月 2日（金）大根布公民館 8:00～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

7月 4日（日）保健センター 7:30～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7月 5日（月）保健センター 8:00～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7月 6日（火）向粟崎公民館 8:00～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7月 7日（水）向粟崎公民館 8:00～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一 一

7月 11日（日）保健センター 7:30～11:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

基本健診
（血液検
査・診察
など） 

18歳以上 

無料 

結核 
肺がん検
診（胸部レ
ントゲン） 

18歳以上 

無料 

肺がん検
診（喀痰
細胞診） 

50歳以上
のヘビー
スモーカー 

容器代 
400円 

前立腺が
ん検診（血
液PSA検
査） 

50歳以上
の男性 

500円 

胃がん検
診（バリウ
ム） 

40歳以上 

900円 

大腸がん
検診（便
潜血） 

40歳以上 

容器代 
300円 

子宮がん
検診（子
宮頚部細
胞診） 

30歳以上
の女性 

700円 

乳がん検
診（乳房
触診） 

30歳以上
の女性 

無料 

乳がん検
診マンモ
グラフィ
（乳房レ
ントゲン） 

40歳以上
の女性 

1,000円 

骨密度検
査 

女性 

1,000円 

項
目 

対
象 

自
己
負
担 

月日 会場名 
健診時間 

＊ただし、胃がん検診は 
10時まで受付です。 

★要予約 ★要予約 

◆はつらつ健診は、いろんな検査を一度に受けることができる総合集団健診です。
今年度から、18歳～69歳の方が対象になります。
年に一度のこの健診で、あなたの健康をチェックしましょう！

★血液検査に尿酸値（痛風検査）が新たに追加になりました。

★ご案内（通知書）は、6月初旬に、世帯主の方を代表として郵送さ
れます。対象の方（18～69歳）全員の「はつらつ健診個人票」が同
封されますのでご確認ください。
★大腸がん検診の容器は当日配布ですが、事前に欲しい方は保健セ
ンターでも配付します。（6月14～18日）容器と代金（300円）は
引き換えになります。
★マンモグラフィ、骨密度検査は予約が必要です。（各日先着30名
まで）6月14日から電話で受付いたします。
★シルバー健診をお受けにならない70歳以上の方も、受けること
ができます。シルバー健診票をご持参のうえ、健診会場におこし
ください。
★70歳以上の方、生活保護の方は自己負担が免除になります。会場
受付で申し出てください。
★詳細はご案内（通知書）でご確認ください。

◆胃がん・肺がん・大腸がん・子宮がん検診は
医療機関でも受けられます。
★事前にご希望の医療機関に予約してください。
★はつらつ健診で受けた方は、受診できません。

40～69歳の
あなたが受ける
施設がん検診

30歳以上の
女性のための
子宮がん施設

検診

とき／5月1日～8月31日［診療時間内］
ところ／指定医療機関・金沢医科大学病院
内容／胃がん検診［自己負担金 2,000円］

肺がん検診
大腸がん検診

★生活保護の方は無料です。
★検診票は医療機関にあります。

とき／5月1日～9月30日［診療時間内］
ところ／藤井産婦人科医院・めぐみクリニック

金沢医科大学病院
内容／子宮頸部の細胞診および内診

［自己負担金 1,200円］
★生活保護の方は無料です。
★検診票は医療機関にあります。

無料

平成16年3月分 ごみ搬出量 （単位：トン）

もえるごみ 635.63 637.22 △1.59 △0.25％

もえないごみ 50.23 29.46 20.77 70.50％

計 685.86 666.68 19.18 2.88％

町民1人当り（㎏） 25.55 24.86 0.69 2.78％

16.53 15.68 0.85 5.42％
缶・びん・ペット
ボトル等

平成16年（Ａ） 平成15年（Ｂ） 差引（Ａ－Ｂ） 増減率
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保
健
セ
ン
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だ
よ
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平日 9：00～12：00
（月～金）

健診などの事業により
利用できない日もあり
ます。ご了承ください。

・お部屋の中で食べたり飲んだり
しないでネ

・オムツやごみは持ち帰ってネ
・おもちゃや絵本はかたづけてネ

平日 9：00～12：00
13：00～17：00

土曜日
10：00～12：00

（月～金）

～～～～
～～～～～～～～～

会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

3才児健診
5月11日（火）対象13年 1月生
6月 8日（火）対象13年 2月生

4か月児健診
5月18日（火）対象16年 1月生
6月15日（火）対象16年 2月生

1才6か月児健診
5月25日（火）対象14年10月生
6月22日（火）対象14年11月生

（受付時間）13：00～14：00

5月20日（木）

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

絵本の読みきかせやフリ
ートーク、子どもと楽しむ
手あそびなどもあります。
お母さん、おばあちゃんな
どおとなだけの参加もどう
ぞ！ どなたでもお気軽に
おいでくださいネ。

『おにぎり』
平山 英三 ぶん
平山 和子 え

10：30～11：00
0～2才児のための絵本

11：00～11：30
3才～小学生のための絵本

ツベルクリン反応検査とBCG接種
5月18日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

5月20日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成16年1月生

●ツベルクリン（受付時間）13：00～14：00
●BCG 接種（受付時間）13：15～14：00

｝
6月15日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

6月17日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成16年2月生｝

5月13日（木）14：00～

モグモグ相談

ポリオ予防接種
（受付時間）13：15～14：00

※平成14年11月生以前のお子さんでポリオ

予防接種が終わってない方も接種できます。

（ただし、満7歳6か月未満の方に限ります。）

5月14日（金）

『妊娠中気をつけた
らよいことは？』
◎妊娠による身体の
変化に対応
・快適マタニティラ
イフのコツ！
・トラブル改善 マ
タニティストレッチ
・お口の健康 ママ
も赤ちゃんも！

受付 13：00～13：15 教室 13：30～15：30時間

日程

会場

内容

保健センター 働く女性の家

6月10日（木）

『赤ちゃんと一緒の
生活をイメージ』
◎赤ちゃんと一緒に
遊ぼう
・赤ちゃんとふれあお
う（すくすく赤ちゃん
同時実施）
・聞いてみよう！
先輩ママの育児体験
・簡単手作おもちゃ

7月16日（金）

『ママに赤ちゃん
に大事な栄養』
◎妊娠・出産・授乳・
離乳食アラカルト
・ママに赤ちゃんに
必要な栄養とは
・母乳によい栄養
・作ってみよう基本
の離乳食！

プレママクラス♪

5月10日（月）
【対象】平成14年12月～

平成15年2月生（2回目）
5月17日（月）

【対象】平成15年3月～
平成15年5月生（2回目）

5月24日（月）
【対象】平成15年6月～

平成15年8月生（1回目）
5月31日（月）

【対象】平成15年9月～
平成15年11月生（1回目）

パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

5月26日（水）
10：00～11：00
（受付9：30～10：00）

※受付時間をすぎた時は、入室できな
い場合があります。

どなたでも
お 軽に
おいでください

どなたでも
お気軽に
おいでください

みんなで遊ぼう
『友だちをつくろう』

すくすく赤ちゃん!!
5月13日（木）
13：30～14：00
（受付 13：00～13：30）

担当：鶴が丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

※受付時間をすぎた時は、入室できない
場合があります。

0才児の親子あそびの教室

◎今月のテーマ
『はじめまして』

申し込みをされた方は、予約時間に
おいでください。

ひよこっこサークル
6月2日（水）対象 5～6か月児

（時間）受付・身体計測 13：00～13：30

教 室 13：30～15：00

（内容）こどもたちの栄養を考えよう
～離乳食すすんでる？～

※5～6か月児以外の方でも、離乳食のすすめ方な
どで聞きたいことがある方はお越しください。
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暮
ら
し
の
情
報

知 っ 得 情 報

○登録できる品物 家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。
※写真を掲載したい方は、ご相談ください。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（4月15日まで受付分）

希望者 提供者交渉成立

環境対策室

紹介登

録
（
６
カ
月
間
）

登

録
（
６
カ
月
間
）

不用品リサイクルの登録情報は内談町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先 町民部環境対策室 1286－6701

譲
り
ま
す

新
着
情
報

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●サイドボード（110×150×40㎝）
●室内犬用ゲージ
●男性用ゴルフセット
●手動式介護ベッド
●窓用エアコン

●譲って下さい（希望品）
大きめの本棚、女児洋服80～120㎝、マンガ単行本、
折りたたみ式自転車、二段ベッド、全自動洗濯機、
ベビーゲート、ベビーベッド、一輪車、ピアニカ、
保育所制服、ベビーバス、パソコンプリンター、
内談中学校体そう服（長そで、半そで、長ズボン、
160～165㎝）、新生児用チャイルドシート、
内談中学校体そう服半ズボンLLサイズ、パッチワーク
のハギレ、女児洋服80～120㎝、ジュニアシート、
自転車の後部用座席、内談中学校女子制服165㎝、
向粟崎小学校女児制服上下140㎝、ホームベーカリー

●譲ります（提供品）
清湖小女児スカート（120㎝）
テニスシューズ（男性用25.5cm女性用24.0㎝）
学習机といす
登山用リュック（45雀、青色）
パソコン台（70×65×112㎝）
ハムスターの飼育ゲージ（43×34×30㎝）
（おがくず、トイレ砂、こたつなどお付けします）

不用品リサイクル登録情報

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談
（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、
税
金
、

年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
談
町
働
く
女
性
の
家

と

き
▼
5
月
21
日
（金）

午
後
1
時
〜
4
時

今
月
の
納
税
納
期
限
平
成
16
年
5
月
31
日
（月）

―
町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
―

○
国
民
健
康
保
険
税

第
2
期

○
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

第
1
期

○
軽
自
動
車
税

定
期

町
税
（
町
民
税
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
は
便
利
で
簡
単
な
手
続

き
の
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〜
手
続
き
方
法
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用
金

庫
・
の
と
共
栄
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課

5
月
の
は
ま
な
す
大
学
（
第
1
回
）

平
成
16
年
度
開
講
式

日
時
▼
5
月
21
日
（金）

午
後
1
時
30
分
〜

場
所
▼
文
化
会
館

1
階

大
ホ
ー
ル

演
題
▼「
老
年
病
と
健
康
生
活
」

講
師
▼
金
沢
医
科
大
学
老
年
病
学
教
授

森
本

茂
人

氏

6
月
の
は
ま
な
す
大
学
（
第
2
回
）

日
時
▼
6
月
7
日
（月）

午
後
1
時
30
分
〜

場
所
▼
文
化
会
館

3
階

視
聴
覚
室

演
題
▼「
暖
簾
に
命
を
か
け
て
」

講
師
▼
株
式
会
社

森
八

取
締
役
女
将

中
宮

紀
伊
子

氏



な
ま
え

住

所

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん

杉
本

す
ぎ
も
と

柚ゆ
う

莉り

南
口

な
ん
こ
う

良
史

よ
し
ふ
み

船
本

ふ
な
も
と

莉
羽

り

う

中な
か

居い

美み

咲さ
き

室む
ろ

田だ

春は
る

樹き

濱は
ま

千せ
ん

里り

登
美

と

み

も
も
な

若
林

わ
か
ば
や
し

剣
つ
る
ぎ

中な
か

田た

舜
し
ゅ
ん

脇わ
き

田た

恭
兵

き
ょ
う
へ
い

岩
本

い
わ
も
と

乙お
と

花は

佐さ

藤と
う

慎し
ん

吾ご

佐さ

藤と
う

侑ゆ
う

樹き

川
端

か
わ
ば
た

凜
桜

り

お

山
本

や
ま
も
と

杏
由
菜

あ

ゆ

な

（（（（（ （ （ （
本ほ

ん

田だ

司
つ
か
さ

向
粟
崎
3

中な
か

田た

智と
も

恵え

金
沢
市

倉く
ら

知ち

剛
た
け
し

緑
台
1

梶か
じ

由ゆ

貴き

緑
台
1

吉よ
し

治じ

剛
つ
よ
し

向
粟
崎
5

岡お
か

村む
ら

美み

保ほ

小
松
市

姚ち
ょ
う

亜あ

捉と
く

中
国

中な
か

山や
ま

亜あ

紀き

大
根
布
5

浅あ
さ

田だ

隆
り
ゅ
う

太た

金
沢
市

飯い
い

田だ

千ち

里さ
と

宮
坂

卯う

辰た
つ

将
し
ょ
う

一い
ち

向
陽
台
2

横よ
こ

山や
ま

順
じ
ゅ
ん

子こ

向
陽
台
2

刀ち
ょ
ん

喜ひ
い

鐘
ぢ
ょ
ん

大
韓
民
国

山や
ま

田だ

美み

希き

旭
ヶ
丘

早
稲
田

わ

せ

だ

智と
も

夫お

向
粟
崎
1

北き
た

川が
わ

幸ゆ
き

子こ

向
粟
崎
1
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4月11日までの
届出分

和
英
・
由
加

向
粟
崎
1

良
紀
・
史
織

大
清
台

圭
二
・
真
知
子
千
鳥
台
4

万
徳
・
香

宮
坂

耕
誠
・
千
晶

鶴
ヶ
丘
5

敦
・
仁
美

鶴
ヶ
丘
4

和
久
・
い
づ
み
鶴
ヶ
丘
5

武
夫
・
朱
己

大
根
布
1

圭
哉
・
正
美

鶴
ヶ
丘
2

勝
博
・
宏
美

宮
坂

外
樹
男
・
陽
子
大
清
台

賢
一
・
珠
紀

旭
ヶ
丘

保
彦
・
千
夏

千
鳥
台
1

幸
一
郎
・
祥
子
ハ
マ
ナ
ス
1

久
雄
・
由
紀
子
向
粟
崎
2

次回のまいどさんは山田さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者をリレー方式で紹介してもらいます。 

山田 紀道さん（大根布６）

今月は 松川さん から紹介のあった、山田 紀道さんに登場していただきます。

今から33年前、内灘に移り住み、今は喫茶店を経営しております。
2年前に会社を辞め、この仕事を始めました。38年サラリーマンをし
ている中で、いつしか何か新しい道はないものかと思うようになり、
何をすればいいかも漠然ではありましたが、「アクションを起こさね
ば、起こさねば」とずっと考えておりました。そしてその思いを実行
したいま、こうして第2の人生を有意義に暮らせることを幸せに思い
ます。以前には近所の付き合いなどもほとんどありませんでしたが、
現在では会社勤めにはなかった多くの人たちとの出会いが始まって
おり、こうした縁を大切にして、これからもがんばっていきたいと思っ
ております。

町へ一言：これからの町の方針をより明確に聞かせてほしい。

まつかわ やまだ のりみち

北
山

き
た
や
ま

千ち

恵え

子こ

向
粟
崎
5

73
才

荒あ
ら

木き

ミ
ユ
キ
鶴
ヶ
丘
5

82
才

得
山

た
か
や
ま

仁
利

ま
さ
と
し

鶴
ヶ
丘
2

61
才

徳
光

と
く
み
つ

寛ひ
ろ

嗣つ
ぐ

ア
カ
シ
ア
2
82
才

氷
見

ひ

み

山や
ま

宗む
ね

雄お

大
根
布
4

72
才

得た
か

田だ

誓せ
い

司じ

鶴
ヶ
丘
2

55
才

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば



毎週

火・金

毎週

月・木

毎週

火・金
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新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

1.もえるごみ 下記のとおり毎週月・木曜日の地区

と火・金曜日の地区に分かれています。

2.もえないごみと資源物

ごみ収集カレンダー

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎2・5丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴ヶ丘4丁目

鶴ヶ丘5丁目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大学 1 丁目

大学 2 丁目

大 根 布

宮 坂

北部土地区画

西 荒 屋

室

湖 西

21
19：00～20：00

資源物もえない
ごみもえるごみ

21
18：30～19：30

21
19：00～20：00

21
19：30～20：30

20
19：00～20：00

20
20：00～21：00

20
19：00～20：00

21
6：30～7：30

28
6：30～7：30

27
19：00～20：00

27
19：00～20：00

23
8：00～8：30

28
8：00～9：00

28
19：00～20：00

28
18：30～19：30

28
19：00～20：00

28
19：00～20：00

28
19：00～20：00

28
18：30～19：30

28
11：00～12：00
18：30～19：30

18
19：00～20：00

資源物もえない
ごみもえるごみ

5月 6月

18
18：30～19：30

18
19：00～20：00

18
19：30～20：30

17
19：00～20：00

17
20：00～21：00

17
19：00～20：00

18
6：30～7：30

25
6：30～7：30

24
19：00～20：00

24
19：00～20：00

20
8：00～8：30

25
8：00～9：00

25
19：00～20：00

25
18：30～19：30

25
19：00～20：00

25
19：00～20：00

25
19：00～20：00

25
18：30～19：30

28
11：00～12：00
18：30～19：30

19

〃

〃

〃

14

〃

〃

7

14

7

〃

〃

〃

12

〃

〃

〃

〃

〃

〃

毎週

火・金

毎週

月・木

毎週

火・金

9

〃

〃

〃

11

〃

〃

4

11

4

〃

〃

〃

2

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1,727
456
430
790
1,284
740
1,582
981
669
1,626
528
413
373
435
135
533
241
89

13,032
△44

1,796
541
452
850
1,289
798
1,673
1,089
710
1,658
498
588
384
446
130
547
273
85

13,807
△61

3,523
997
882
1,640
2,573
1,538
3,255
2,070
1,379
3,284
1,026
1,001
757
881
265
1,080
514
174

26,839
△105

1,167
356
324
601
824
522
1,111
734
518
1,092
479
549
264
260
83
316
151
54

9,405
△23

内談町字別人口世帯数 平成16年3月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ヶ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴ヶ丘1･2･3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
北部土地区画
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区 分
人 口

男 女 総 数
世帯数

広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　1286－6720

5～6月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住 所 T E L
5/9
（日）

5/16
（日）

5/23
（日）

5/30
（日）

6/6
（日）

6/13
（日）

舘小児科クリニック 内談町大根布7丁目65 286-1231

宗平内科医院（内･循･神経）津幡町井上の荘2丁目1-1 288-7600
田中医院（耳鼻咽喉科） 内談町向陽台2丁目224 237-6923

一林医院（内･小） 津幡町庄ウ3 289-2002

おおたクリニック（内･小） 津幡町太田は112 288-6000

カセノ内科医院 かほく市木津に140-4 285-0008

保志場医院（産婦・内･小） かほく市高松ノ90甲 281-0069

山田耳鼻咽喉科医院 津幡町津幡ロ5-10 288-2084

河北中央病院（内） 津幡町津幡ハ104 289-2117

土島整形外科医院 内談町旭ヶ丘148 238-4858

きた眼科クリニック かほく市白尾イ50-1 283-1515

村田医院（内･小） 内談町鶴ヶ丘2丁目8-15 286-0300

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

祝日、振替休日も、もえるごみの収集をします。※

発 行 内談町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920－0292 石川県河北郡内談町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

向 粟 崎 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所

5月19日（水） 5月20日（木） 5月21日（金）

向 粟 崎 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所

6月16日（水） 6月17日（木） 6月18日（金）

問い合わせ先 町民部環境対策室 1286－6701

お願い 上記持込時間内にお持ちください。
詳しくは家庭ごみカレンダーをごらんください。

休日のリサイクルステーション設置に
ついてのお知らせ

アルミ缶、スチール缶、ペットボトルなどは現在、月１回各町
会で回収していただいていますが、お仕事などの都合で町会での
回収へ持ち込みできない人のため、次のとおり、役場にリサイク
ルステーションを設け、町会同様の資源リサイクルの受付を実施
いたしますので、ご利用ください。
日時 5月23日（日） 午前10時～11時30分
場所 役場１階西駐車場
内容 アルミ缶、スチール缶、ペットボトル、ビン類、
紙パック、廃食用油

お願い 缶、ビン類、紙パックは洗ってお持ちください。
次回以降の予定 7月25日（日）、9月26日（日）、

11月21日（日）、平成17年3月27日（日）
問い合わせ先 町民部環境対策室


